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Domain,userPoolIdの確認

Smart Federation管理メニューから各プロバイダの認証情報に必要なCognitoドメイン,ユーザープールID、

およびリダイレクトURLを確認することができます。

① 管理メニューで『IDプロバイダー管理』をクリックしてください。

②ー1 Microsoftの連携をする場合
『Cognitoドメイン』、『ユーザープールID』をコピーしてテキスト

ファイルに保存してください。（後程使用します）
以降、 Cognitoドメイン、ユーザープールIDを弊社から通知された
ドメイン、ユーザープールIDと呼びます。

以降、「外部認証連携 Google編」をご参照ください。

②-2 Googleの連携をする場合
『Cognitoドメイン』をコピーしてテキストファイルに保存してくだ

さい。（後程使用します）
以降、 Cognitoドメインを弊社から通知されたドメインと呼びます。

以降、「外部認証連携 Azure Active Directory編」を
ご参照ください。

②ー3 ビジネスdアカウントの連携をする場合
『dアカウントリダイレクトURL1』、『dアカウントリダイレクト

URL2』を両方コピーしてテキストファイルに保存してください。（後
程使用します）

以降、 dアカウントリダイレクトURL1 、2を弊社から通知された
dアカウントリダイレクトURLと呼びます。

以降、「外部認証連携 ビジネスdアカウント編」を
ご参照ください。
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外部認証連携 Azure Active Directory編
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Azure Portalのログイン

Azure Active Directoryの情報を以下の手順で確認します。

①Azure Portal（https://portal.azure.com/）にアクセス

します。

②連携したいAzure Active Directoryを管理している

アカウントでサインインしてください。

③サインイン後、Azureの概要画面に移動します。

xxxxxxx

xxxxxxxxx

xxxxxxxxx

※複数のテナントがある場合のみ※

連携をしたいテナントを検索・選択してください。
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アプリの登録

①サイト上部にある検索欄で『Azure Active Directory』を

検索します。

② 左の一覧にある『エンタープライズアプリケーション』を

選択します。

③アプリの登録画面に移動したら、

『新しいアプリケーション』を選択します。

Azure Active 
Directoryを入力
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アプリの登録

④独自アプリケーションの作成を押下します。

⑤右側に「独自アプリーケーションの作成」が表示されます。

⑥アプリ名を入力します。

⑦「ギャラリーに見つからないその他のアプリケーションを

統合します」を選択します。

⑧作成を押下します。
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アプリの登録

⑨シングルサインオンの設定を押下します。

⑩SAMLを選択します。
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⑪編集を押下します。

アプリの登録
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⑫識別子、応答URLをそれぞれ押下し、入力します。

入力後、保存を押下します。

アプリの登録

urn:amazon:cognito:sp:<弊社から通知された ユーザープールID >

https://<弊社から通知された ドメイン > /saml2/idpresponse

urn:amazon:cognito:sp:ap-northeast-1_NuXxxxxxxx 

https://Smart FederationXXXX.mc2.bizppf.net/saml2/idpresponse
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⑬アプリのフェデレーション メタデータURLをクリップボードにコピーしてください。

アプリの登録
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⑭左側のメニューから「ユーザーとグループ」を押下します。

⑮「ユーザーまたはグループの追加」を押下します。

⑯ユーザーまたはグループを選択してください。

※お客さまのご契約プランによって選択できる範囲が異なります。

⑰割り当てを押下してください。

アプリの登録
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Azure ADの登録

① 弊社より事前に通知されている
ログインURL(https://)へアクセスしてください。
ログイン画面が表示されます。

※ブックマークに登録しておくと次回以降はブックマーク
からアクセスできます。

② 管理者として登録されているユーザーIDを入力してく
ださい。

③ パスワードを入力してください。

④ 『Sign in』ボタンを押してください。

User IDを入力

パスワードを入力

Smart Federationのテナント管理者として登録されているユーザーでログインしてください。

※お客さまのお申込み内容により画面が異なる場合がございます。
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Azure ADの登録

①管理メニューで『IDプロバイダー管理』をクリックしください。

Smart Federation管理メニューのIDプロバイダー管理からAzureADを登録します。

②IDプロバイダー追加を押下し、AzureADを選択します。

③名前を入力します。
(登録後は変更出来ません。)

④お客さま側でAzure ADに設定いただいた
『メタデータURL』を入力します。

⑤『送信』をクリックします。
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①Smart Federation ログインURLにアクセスしてください。

②『Microsoftでログイン』を選択し、
Smart Federationへ登録した

Microsoftのアカウントで ログインしてくださ
い。

※ Smart Federationへの登録、
ログイン方法は以下をご参照ください。

別冊『Smart Federation管理マニュアル』
別冊『Smart Federation利用マニュアル』

連携確認
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Microsoftでログイン」から
SSOする際、右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認く
ださい。

①Azureのアプリケーションに「識別子」の値が登録されていない、
もしくは誤った値が登録されている可能性があります。
正しい値が登録されているかどうかご確認ください。

■識別子が正しく登録されていない
もしくはメタデータURLが正しく登録されていない

※確認方法につきましては、以下を参照してください。

本マニュアル P.11

②Smart Federationに「メタデータURL」の値が登録されていない、
もしくは誤った値が登録されている可能性があります。
正しい値が登録されているかどうかご確認ください。

※確認方法につきましては、以下を参照してください。

本マニュアル P.15
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Microsoftでログイン」から
SSOする際、右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認く
ださい。

①Azureのアプリケーションに「応答URL」の値が登録されていない、
もしくは誤った値が登録されている可能性があります。
正しい値が登録されているかどうかご確認ください。

■応答URLが正しく登録されていない

※確認方法につきましては、以下を参照してください。

本マニュアル P.11
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Microsoftでログイン」から
SSOする際、右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認く
ださい。

①Azureのアプリケーションにユーザーまたはグループが
割り当てられていない可能性があります。
正しいユーザーが登録されているかご確認ください。

■Azureのアプリケーションに
ユーザーまたはグループが正しく登録されていない

※確認方法につきましては、以下を参照してください。

本マニュアル P.13
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Microsoftでログイン」から
SSOする際、右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認く
ださい。

①対象のAzure ADアカウントがSmart Federationに
正しくユーザー登録されていない可能性があります。
Smart Federation管理者サイトにアクセスし、
対象のユーザーが登録されているかどうかご確認ください。

※確認方法につきましては、以下を参照してください。

別冊『Smart Federation管理マニュアル』

■Smart Federationにアカウントが正しくユーザー登録されていない
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Microsoftでログイン」から
SSOする際、右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認
ください。

①お客さまのAzure ADでデバイス管理設定が有効になっており、
お使いの端末が許可されていない可能性があります。
デバイス管理設定が有効になっている場合、
許可されていない端末からはログインできません。
お客さまのAzure ADのデバイス管理設定で
お使いの端末が許可されているかをご確認ください。

■お使いの端末がAzure ADのデバイス管理で許可されていない



© NTT BizLink, Inc. All Rights Reserved. 20

外部認証連携 Google編
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アカウントについて

Google Workspaceをご契約「あり」の方と「なし」の方で利用するアカウントが異なります。
連携したいユーザーの種類によって設定をするアカウントを選択してください。

■Google Workspaceのユーザーのみにする場合

Google Workspaceではユーザーが管理されています。

Google Workspaceに所属するユーザーのみログインを可能にす
る場合には、GoogleWorkspaceのユーザーのアカウントを利
用してください。

■Google Workspaceのユーザーに限定しない場合

Googleアカウントを所有するユーザーのログインを可能にする場合は、無料のGoogleアカウントでも可能です。
Google Workspaceのアカウントでお作りいただいても問題ありません。
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Google Workspaceのログイン

Google Cloud Platformのプロジェクトを作成します。

①Google Cloud Platform
（https://console.cloud.google.com）にアクセスします。

②Goolgeアカウントでログインしてください。

③ログイン後、 Google Cloud Platformの画面に移動します。

xxxxxxxxxxxx

テスト

※注意

Google Workspaceのユーザーのみに制限する場合は、
Google Workspaceのアカウントでログインしてください。

Google Workspaceのユーザーに制限しない場合は、
任意のGoogleアカウントでログインしてください。

※お申込み時のアカウントと一致していなくても問題ありません。

https://console.cloud.google.com/
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プロジェクト作成

④『プロジェクト名』または『プロジェクトの選択』を
クリックします。

⑤『新しいプロジェクト』を選択します。

⑥ 『組織』、『場所で』連携したい組織を選択します。
※組織が作成されていない場合は組織欄が表示されません。

⑦『作成』をクリックします。

※注意
Google Workspaceのユーザーのみに制限する場合は、
Google Workspaceで所属する組織・場所を選択して
ください。

Google Workspaceのユーザーに制限しない場合は、
組織・場所は任意またはなしでも問題ありません。
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Oauth 同意画面

アプリを利用できるユーザーを設定します。

① 先ほど作成したプロジェクトを選択します。

②左の一覧にある『APIとサービス』を選択します。

③『Oauth 同意画面』をクリックしてください。

④『内部』または『外部』を選択し、作成を押して
ください。

⑤『Oauth 同意画面』の設定画面が表示されます。

※注意
Google Workspaceのユーザーのみに制限する
場合は『内部』を選択してください。
Google Workspaceのユーザーに制限しない場
合は、『外部』を選択してください。
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Oauth 同意画面

アプリを利用できるユーザーを設定します。

⑥『アプリ名』を入力してください。（任意文字列）

⑨『保存して次へ』をクリックしてください。

⑦ 『ユーザーサポートメール』を入力してください。
（お客さま任意メールアドレス）

⑧『デベロッパーの連絡先情報』の
『メールアドレス』に入力してください。

（お客さま任意メールアドレス）

xxxxxxxx＠xxxx.com

xxxxxxxx＠xxxx.com
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Oauth 同意画面

⑩デフォルトの設定のまま『保存して次へ』をクリッ
クします。
⑪Google Workspaceのユーザーに制限しない場合は、
以下の画面が出てきますが、そちらも『保存して次へ』をク
リックします。

⑫『ダッシュボードへ戻る』をクリックして終了します。
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アプリケーション概要

Google Workspaceのユーザーに制限しない場合のみ実施する作業です。

① 『アプリを公開』をクリックしてください。

② 『確認』をクリックしてください。

③ 『公開ステータス』が本番環境になりましたら、
完成です。
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認証情報の作成

下記の手順で認証情報の設定をしてください。

①左の一覧にある『APIとサービス』を選択します。

②『認証情報』をクリックしてください。

③『認証情報を作成』を選択します。

④『OAuth クライアント ID』を選択します。

⑤『アプリケーションの種類』で
『ウェブアプリケーション』を選択します。
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認証情報の作成

⑦『承認済みのリダイレクトURI』で『URIを追加』をク
リックします。

⑧以下の通り入力してください

⑨『作成』をクリックしてください

https://<弊社から通知されたドメイン>/oauth2/idpresponse

⑥名前(任意)を入力して下さい。
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⑪『クライアントID』と『クライアントシークレット』が
表示されますのでテキストファイルに保存してください。
（後程使用します）

認証情報の作成

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
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Googleの登録

① 弊社より事前に通知されている
ログインURL(https://)へアクセスしてください。
ログイン画面が表示されます。

※ブックマークに登録しておくと次回以降はブックマーク
からアクセスできます。

② 管理者として登録されているユーザーIDを入力してく
ださい。

③ パスワードを入力してください。

④ 『Sign in』ボタンを押してください。

User IDを入力

パスワードを
入力

Smart Federationの管理者として登録されているユーザーでログインしてください。
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Googleの登録

①管理メニューで『IDプロバイダー管理』をクリックしてください。

Smart Federation管理メニューのIDプロバイダー管理からGoogleを登録します。

②IDプロバイダー追加を押下し、Googleを選択します。

③名前を入力します。
(登録後は変更出来ません。)

④お客さま側でGoogleに設定いただいた『クライアント
ID』および『クライアントシークレット』を入力します。

⑤『送信』をクリックします。

クライアントシークレットを入力

クライアントIDを入力
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①Smart Federation ログインURLにアクセスしてください。

②『Continue with Google』を選択し、
Smart Federationへ登録した

Googleのアカウントで ログインしてください。

※ Smart Federationへの登録、
ログイン方法は以下をご参照ください。

別冊『Smart Federation管理マニュアル』
別冊『Smart Federation利用マニュアル』

連携確認
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Googleでログイン」からSSOする際、
右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認ください。

①Smart Federationに「クライアントID」の値が登録されていない、
もしくは誤った値が登録されている可能性があります。
正しい値が登録されているかどうかご確認ください。

※詳細は以下を参照してください。

本マニュアル P.34

■クライアントIDが正しく登録されていない
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Googleでログイン」
からSSOする際、ログイン画面が再表示された場合は、以下を
ご確認ください。

①Smart Federationに「クライアントシークレット」の値が登
録されていない、もしくは誤った値が登録されている可能性が
あります。正しい値が登録されているかどうかご確認ください。

※詳細は以下を参照してください。

本マニュアル P.34

■クライアントシークレットが正しく登録されていない
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Googleでログイン」から
SSOする際、右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認
ください。

①お客さまのGoogle Cloud Platformにてご作成いただいた
アプリケーションに、弊社から通知された
「リダイレクトURI」の値が登録されていない、
もしくは誤った値が登録されている可能性があります。
正しい値が登録されているかどうかご確認ください。

※詳細は以下を参照してください。

本マニュアル P.31

■リダイレクトURIが正しく登録されていない
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「Googleでログイン」から
SSOする際、右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認
ください。

①対象のGoogleアカウントがSmart Federationに
正しくユーザー登録されていない可能性があります。
Smart Federation管理者サイトにアクセスし、
対象のユーザーが登録されているかどうかご確認ください。

※詳細は以下を参照してください。

別冊『Smart Federation管理マニュアル』

■Smart Federationにアカウントが正しくユーザー登録されていない



© NTT BizLink, Inc. All Rights Reserved. 38

エラー対応方法

お客さまのGoogle Workspaceでデバイス管理設定が有効になっており、お使いの端末が許可されていない場合に
もエラーが出る可能性があります。

デバイス管理設定が有効になっている場合、許可されていない端末からはログインできません。

お客さまのGoogle Workspaceのデバイス管理設定でお使いの端末が許可されているかをご確認ください。

■お使いの端末がGoogle Workspaceのデバイス管理で許可されていない



© NTT BizLink, Inc. All Rights Reserved. 39

外部認証連携 ビジネスdアカウント編
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ドコモへのRPサイト申請

お客様がご契約中のビジネスdアカウントに、Smart Federationサイトを登録する必要がございます。

弊社から通知されたdアカウントリダイレクトURLをシステム情報のリダイレクトURLの項目にご記入の上、

ドコモにRPサイト申請を行ってください。

※dアカウントリダイレクトURLは2つ表示されますが、両方を記入の上ご申請ください

※詳しい申請方法につきましては、恐れ入りますがドコモへお問い合わせください
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ビジネスdアカウントの登録

① 弊社より事前に通知されている
ログインURL(https://)へアクセスしてください。
ログイン画面が表示されます。

※ブックマークに登録しておくと次回以降はブックマーク
からアクセスできます。

② 管理者として登録されているユーザーIDを入力してく
ださい。

③ パスワードを入力してください。

④ 『Sign in』ボタンを押してください。

User IDを入力

パスワードを
入力

Smart Federationの管理者として登録されているユーザーでログインしてください。
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ビジネスdアカウントの登録

①管理メニューで『IDプロバイダー管理』をクリックしてください。

Smart Federation管理メニューのIDプロバイダー管理からGoogleを登録します。

②IDプロバイダー追加を押下し、dAccountを選択しま
す。

④ドコモから通知された『クライアントID』
および『クライアントシークレット』を入力します。

⑤『送信』をクリックします。

※『クライアントID』および『クライアントシークレット』
が不明の場合は恐れ入りますがドコモにお問い合わせください



© NTT BizLink, Inc. All Rights Reserved. 43

①Smart Federation ログインURLにアクセスしてください。

②『dAccount』を選択し、
Smart Federationへ登録した

dアカウントで ログインしてください。

※ Smart Federationへの登録、
ログイン方法は以下をご参照ください。

別冊『Smart Federation管理マニュアル』
別冊『Smart Federation利用マニュアル』

連携確認
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「dアカウントでログイン」からSSOする際、
右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認ください。

■dアカウントリダイレクトURLが正しく登録されていない

①お客様からNTTドコモへ申請いただいたRPサイトの登録において、
弊社から通知された
「dアカウントリダイレクトURL1」
「dアカウントリダイレクトURL2」
の値が登録されていない、
もしくは誤った値が登録されている可能性があります。
正しい値が登録されているかどうかご確認ください。
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「dアカウントでログイン」からSSOする際、
右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認ください。

■クライアントIDが正しく登録されていない

①Smart Federationに「クライアントID」の値が登録されていない、
もしくは誤った値が登録されている可能性があります。
正しい値が登録されているかどうかご確認ください。
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「dアカウントでログイン」からSSOする際、
ログイン画面が再度表示される場合は、以下をご確認ください。

■クライアントシークレットが正しく登録されていない

①Smart Federationに「クライアントシークレット」の値が登録されていない、
もしくは誤った値が登録されている可能性があります。
正しい値が登録されているかどうかご確認ください。
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エラー対応方法

Smart Federationのログイン画面にて「dアカウントでログイン」からSSOする際、
右の画像のようなエラーが出た場合は、以下をご確認ください。

①対象のdアカウントがSmart Federationに
正しくユーザー登録されていない可能性があります。
Smart Federation管理者サイトにアクセスし、
対象のユーザーが登録されているかどうかご確認ください。

■Smart Federationにアカウントが正しくユーザー登録されていない
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